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わが国における古代の都城に関する調査研究は、近年者しい進展をみせている。特に藤

原 。平城・長岡 。平安諸宮跡および京跡をはじめ、難波 。飛鳥 。大津・恭仁・柴香楽官跡

など古代史上に現われるほとんどの都城関連遺跡の発掘調査が進められたことによって、

多くの重要な知見が得られ、またそれらをめぐる研究成果も枚挙にいとまがない。

都城の最も顕者な表徴は、規格的な街区と道路とを備えた条坊制度にある。この条坊制

度のあり方は、各都城の内包する歴史的意義の一面を反映したものと評価することができ

る。しかし、都城制の根幹とも言うべき条坊の存在形態、あるいはそれに類似した性格を

もつ宮域内の諸区画の地割についての従来の理解には不充分な点が多く、最も基本的な次

元における重大な誤認もみとめられる。本稿では、都城制独自の条坊制が初めて採用され

たと考えられる藤原京と律令制都城の完成とみられる平城京とにおける条坊制地割と宮域

内区画地割との再検討を試み、都城制研究の一つの基礎的素材を提示する。

Ⅱ 藤原宮・藤原京

藤原京の条坊制については、大宝官員令に規定された左京職の定員に坊令12人とあり、

同戸令に 4坊毎に令 1人を置くことが定められていることから、左右京合わせて、96の坊

のあったことが知られる。また、令集解職員令に引く朱説には「四坊置二令一人_者、仮令

有二大宮等_、 雖レ不レ足二四坊_、 猶置レ令耳」とあり、坊令が左右各京の一条毎に置かれてい

たことが理解され、南北12条、東西 8坊の条坊を復原することができる。

京域の占地について具体的な見解を示したのは、喜田貞吉を晴矢とする。喜田はその著

『帝都』の中で、藤原京は四方を三山すなわち北の耳成山、東の天香久山、西の畝傍山と

南の丘陵とに限られていたと考え、東西は令制による 4里、南北は 6星以上の規模を想定

しがたく、 1里は当時の尺度で150丈であったから、東西600丈 と南北 9oo丈 とを南北に12

条、東西は左右両京を通じて 8坊に分てば、各坊は75丈ずつ、すなわち半里四方を単位と

したことになると述べた。

さらに、喜日は京域と官大道との関係について言及し、「下道は今の中街道の西約 2町

にあり、それを藤原京では右京三坊大路に当て、西京極はその西 2町半、(中略)東京極は

それより東20町 (中略)にあったと推測せられる。また北京極はおそらく耳成山の南麓を東

西に通過したもので、横大路はほぼ藤原京の一条南路に当り、南京極はそれより南28町、
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